
「外国語Vとがける Listenin史教育の目的 J

小谷 悠 紀 子
序

言詩活動に長ける四技能のうち、 Reading，Speaking， Writingの分野は比較的研

究が進んでI./)るが、一方Listeningの分野は研究の遅れがめだって h るロ W.班.Rivers 

が指摘しているように①、その主左原因はListeningの本質にある。すをわち、それは消波し

やすい音声す対象としていることである。そのためとれまでListeningに関する資料や実賎報

告はきわめて少なかった。現在、学校教育に卦いて Listening指導が全面的に軽視ぎれている

止はかすらずしも加え1.i'いが、 Li s t e n i n2'生習の重要性を認議し、それす強調する指導者がき

わめて少数であるととは確かである。 Listening教育に対するとのよう在認識の低ぎに対し、

議者は外国誇Listenin宮教育の問題を取りあげ、 T，istenillg教育の意義とその必要性を明

石'{iiにし、新しI./)Listening教育の方法を示唆したい。

I 

ケH顎鰐教育に.;t-¥;lて、 Reading と比較して Listeningの指導は著し〈軽視ぎれて凶る。

そのかも?を原間として次の三項目が考えられる。

(1) L i s t e n i n g主主習に対する英語教師の消極的態度。

(2) L i 8 t e n i n g教材の不足c

(3) Gramrnar Translation Method (GTMと略す)の採用

(1)に関してはListenin宮学習に対する教師の態慶が二通り考えられる白一つは、伝統を重んじ

る保守的合管度からListening教育の意義と必要性を認識しをい教師である o もろ一つは、

Listening教育の意義は、要性を充介認識しているが、音声国にかける割高の能力が不十分者

ずとめList enI ng主主習に対し靖容的在姿勢をとるととができ在い教師である白後者の態度をとる

教師に閣しては、音声商に，かける:再教育の機会を与えるか、または英語科教鼻資格基準の再考の対

策?とるととにより事態は好転するであろう口位)に関しては学校教育にないて、教師bよび学習者

に最適在 Listening教材がきわめて不足している売め、教師の多くは現行の教科替を

1.15 t eni ng教材にも併用している。しかし、とのような併用はListening指導に良い結果

をもたらさ左いので、売だちに併用するととを中止し、話しととばによる自然言語に最も近凶

Listening独自の教材開発がよび作成が考えられ在ければ在ら者いロ(勃は教授法に関する問題

である。現在建っとも多〈採用ぎれている GTMはReadingの能力向上に有益であるとしても、

L i 8 t en i ng能力を伸ばすととを目的とした教授法では若い白ぞれゆえ、 Listening と

Readingの能力を同時に向上させ、しかも教師が容易に扱うととができる教授法を今後開発す

る必要がある口とのように教師、教材、教授法にわたり Listening教育を効果的に実施すると

とに多くの問題があるととから、とれまでは外国語教育の学習活動ぬ中に、 Listening学習が

積極的に取り扱われてと左かったo

そのうえ、外国語は社会変動に敏感在ため社会の要請に左右されやすく、時代どとにその教育自
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的が変化しやすh 弱点をもっている o 外国語教育がつねに時代の要求に撮り題され、その自擦がそ

のたびど去に変わる実楕に批判の呂を向ける人は多い。わが国に名、ける英語教育を初jにとって考察

してみると、長い間英語教育の弓的は読みの能力を伸ばすととによ b外国語の思考や文化の理解を

深めると ξにあった Q その芭的のため教授法長よび教材はHeadingを伸ばす最適在方法がとら

れてきた。その成果として、日本人の英語に対する読みの力は桔当苛レベルに現在遼与していると

考えられる。それゆ堤、 ζれまでのわが留の英語鞍育は日本人のReadingrAヵヂ雨上古止ると

とに貢献して台売ととは明白である。そして、教師の多くは'I1 eadin~ の能力を伸ばすとと;に自

:擦をかかげその伝統的在常習形態をいまたか継続してW る。 ー. ' 

しかしオがら、 Listeningのスキルは四技能のうちもっとも基:殺と在るスキルであるとと、

Listeningの力を伸ばすととにより多方面に学習効果をあげると止ができるスキルであるとと、

そして現代わ社会情勢から今後もっとも要求度の高いスキルに芳る可能性をもち在がら、現状では

学習者にとってもっとも習得不十分をスキルであるとと等から、 Listening鞍育の意載が外思

語教育にま;~\/>て一層深〈認識きれとの分野ょこなける研究が深められる必要がある。きらに

Li s t-en ingスキルを母先する芳ぇ方の根拠として、世界になける情報撞得手段がいまや白から

耳に移りつつあるとと、輸送機関の発達に伴し今世界地図が実質的に縮少され悶際社会に生計る人間

が増大してきたとと iiEがあげられる白とのととは、わが閣に1叫するとれまでの欝きととば中心の

か売ょった学習への反省を促すと共に、今後はとれまでのReadingの能力と問;翠度に

Listeningの能力を伸ばすこと忙研究の関心が向けられ、学校教育!ておいてもそのような実

践がお ζなわれる必要があることを示唆するものである。すなわち、との二つのスキ jレを諒盤と

した新しい外国語教育の方法を研究する必要性をまず第-!rc:指摘する。

E 

とれ目的引先めに、まずListening教育の一般的特性を考察し、次に外f~1務の Li前四ÎI喧

の特性を母国語のそれと比較するととによりその特性す明確にし、最後に外国語に金ける新しい

Listening教育の性格を考察する白

Listening学習の一般的特性は次のと卦りである。

(1) L i-s t en i n g学習はすべての学習の中で集中力をもっとも必要とする学習であり、学習者は

学習中沈黙すること(黙ってきくとと)によってのみ学習効果が得られる学習である白

(2) L i s t e n i n g学習には学習教材が必要であにその教材は人間言語による音声教材である。

その教材を人間が耳を通じて理解する過程の在かで多くの屈折を経て得られる学習効果は、きわ

めて独自的でかつ創造性の高い思考を生みだす可能性をもっているロ

(3) L i s t e n i n g学習に卦いて学習者は全面的に話し手に依存し、時間的制約はきわめて大きい。

(4) L i s t e n i n g学習が効果的に主?と在われるためには、予測カなよび記憶保持力が必要である q

とれらの力を養うには総合的知識と柔軟な応用力が重要左カギを握るととから、 Listening

学習はきわめて広い領域にわたる学習である。
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これらのTJIsb'ningの特性から、 Listening教育が凶かに教育全般に重要企役割を果しう

るものであれまた Listening学習にのみ伴う「集中力J、「沈黙J、「予測ブ~'J等が、人間

に左んかに強い膨響力を及ぼすものであるかが認識さわる。

現在、学校教育カザキュラムに対する批判わーっに、 「知読過重jがある。との批判jは知識過重

加結果創造性を育てる，思考力や行動力が阻止きれる危険性から生じたもので、との危機をのりこえ

るストラテクー(s t r a t e gy )として瞬発力青・成の霊安性を上回蕊はあげている。との瞬発力す

上回は、「それ力は1?:んにひらめきといったものだけでは合凶。いわば身をよじるように揮身のカ

子集中するととである。しかもそn止者層には力がほいらず、いか在る急変にもあわてずに対応し

今る柔かぎを保持している.....・ H ・-③」と説明し、今日の教育に名前て瞬発カグヲ育成に着服するとと

を捜索して凶る。 ζわ開発力菅成の結果自己統制が自性1自在に》乙者われ:、凶か合る因4濯を問題に

対しても人間はうねに良い態勢で立ち向かうととができ、そこに生ずる思芳や行動とそが真に自主

的ャ創造的!?考す背てる根源と在る。

すでに記述しitLis teningの特性から Li日tening学習はもっとも必要とされる泊りくる

現代の問問に立ち向か、今柔軟宕態度とその瞬発力育成にまきに買献すると止ができる。そしてとれ

とそが言語教官に沿けるT:istening学習のもっ止も重要在意義である。特に対象言語が外国語

れ場合は主主留者の緊張が極度に高まるため、瞬間的にしかも事碑にその内容を理解する訓練として

L i s f; en i ng学習は過している。どのように Listc~nin宮教育に長いては流動的音声が人間に

投与ぎれ、ぞれ結果人間がいかに正しくそれを理解し適確走行動を訟とすかというととが重大在意

味をもっ。斎藤奨津平も「き者方の理論J(T)I:!コで、「きくと止は集中すると去に他ならすv.Jと香

川てレ1るよ引こ、現代に制ナる多くの教育問題に解決の糸口す示唆する「集中力jの意義?考える

とさらにListenin使教育に期待するものは大きい去忠われる口

盟

次に外1到警部ごまふける T，jsteningめ特性を述べ、その今日台り意義を明確にいきちに具体的左

指溝法について言及する酢とれまでの外国語教官では言語の重要企機能の一つであるコミニュケー

ジョン機能にかいて、音声面でSpeakingスキノレの前段階に Listeningスキルを位置づけ

る涛え芳が一般的であづた。その場合Listeningスキルは独自に扱われず、つねにSpeakIng

スキルの付随活動として扱われる。したがってぞとでは Speaking の力を伸ばすととにだけ関

心が向けられLiR t引 1i ng学習がえ?なぎりにされ、 Listeningスキル独自の価値が認識きれ

者 ¥()o・また実験直でも Lis t en ing活動工!JSpeaking 活動に多く時間が費凶やされている

のが現状である o Listeni"ngはSpeaking との関連からとらえ宕ければ走ら在い領域があ

ると在は碍かであるD とhがコミニュケーション過程では送b手と受け手によ久 ζ とばが疏動的

に動く碍詣焚通といわれるものである口しかし Listeningにはもう一つの性格、す?をわち両面

交通では在〈受け手ゆみが学習活動を独占するコミニュケーションの過程があるロ母国語教育の・，

fさき!万指場jでは、前者去後者両方のコミニュクーション過程に基づく Li s t f~n in:g学習が可能

である。このように両方の学習活動が成立可能在のは、学習者が学校教育でListening学習を
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受けるまえに母国語による話し ζ とばの体験をすでにもっている ζ とによるもので、 ζ の点母国語

教育は外国語教育と著しく異在る o ただしわが思では、 Listeningに対する認識がイまいため、

母国語教育でも「きき方」教育す強調した授業例はきわめて少在い。

一方外国語のListening教育は ζれまでは前者のコミニュケーγョンの性格に基づく指導法

がとられてきた。たとえば、教師 c生徒による対話形式のスキル学習がオーラルアプローチ

(Ural Approach)、オーラノレメソッド (ural Method)、 ダイレクトメソッド

(Direct Method) 等の教授法で特に強調される。わが国にないてとのよう在スキル生習

による Li 8 t en i n g活動が長い間とくに中堂校段階で実施されて告たにもかかわらず、学習者の

Listening能力が実際に伸びていをい実情から問題は教師や教材にあるのでは合く、むしろ

Listening学習に対する一般的在考え方やその方法にあるように患われる。す在わち、間j韻は

外国語の Listening学習方法を母函語のそれと同一に実践する指導法?とれまではとってきた

ととじ学習者が目標言語の話しととば体系を習得しているかしてい在いかの重要企相違に研究者

金よび指導者が関心?はらわかかったととである。

外国語教育に長いて Listenin宮能力が単在る舎話を期解するだけの手段と考えちれる場合、

学習者は外開誇をいわゆる社会交渉開呉と考え、その実用的能力(Pr a c t i c a 1 a b i 1 j t y ) 

の達成をめざしているととにをる口そのよう左目的をもって外国語特膏を実施している閣は、外関

語に対する実用前姥力団の要求度がきわめて高く、母国語と向蒋肢のレベルまで社会交渉用主主とし

ての外局語に精通するととが外国事会幹習の第一白擦であろう。

一方、わカ留に立与凶ては外国語教育の自襟がそのように片寄った方向になかれ在ければ合ら在同

理由は在い。また実用的能力の要求度がきわめて強調され在ければ在らずいほど外関諮にわれわれ

は依存してし勺?をい。われわれの言語生活から明らかなように、われわれは外圏諸に全国的に依存す

る必要は者~口さきに述べた全面的に外国語に依存し在ければすらさr~闘とわが国とでは、外国語

教育の呂壌が異在ってくるのは自明のととでありそれに伴いスキノレ指導に対する考え方も異在って

〈る o社会交渉用具としての外国需に全面的に依存する必要が在いわが留では、 Spe a k i:'u巴の

方を伸ばす前段階に Li st en i ng学習を位置づけるよりむしろ Listening独自の領域の学習

として位置づけてゆくべきである。との考-ぇ方は母国語をすでに正しく龍用する者が、あらた在外

国語の音声を通じて外国語特有の思考法や文化にふれるととによ b自己の思考力を高めるととをめ

ざしたListening学習を行をうととを示唆するものである B すきわち、 ζれまでのReading

学習の目;擦である思考力向上を ListeningのB擦にも同じくかかげるととである。との場合音

声を通巳てLi s t合 ni ng活動.:iJl行左われるととによ JJReading学留では得られない速時的

在瞬発方が義なわれるであろう。

Lfst，eni ng学習が思考力向上の重要左要因と在りうる根拠はっきやの通りであるロ G.E.

p'err enに主る次の注目すべきことばは言語習得過程にj;，-.げる母国語と外国語の決定的な相違を

明らかにしたものである kin

..1'.，.・M ・.，.As far as teaehing a foreign language is concerned'， 
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'V/ e ma y h e t r y j n g t 0 2 8 ta b 1 i s h 1 i n g u i 3 t i c 11οrrormance 

wi thれ ut' a:ny c o:;lf i r11i('， i:i ci:・<1・ο-r a C 0 r :r e s p 0 11 di n g p !l t a t i v e 
③ 

c 01'":11:ヲ etと nc D， ........... . 

Pe ~:. r el1 はとの文刊す寸前大'"E~母国語に喝しては言語能力( 1 i n gu I s t i c c οT:lpむ t，e.nc 'e) 

がすべての子供に先天的にあるヒJ とを猿信する立場を表明している O とのことからも明確であるよ

うに、;われわれは'1司ιかの形で外国:事教育を受けなければ、われわれにとって外国語は、それがい

かなる言語形式をとった、として置もき符が本来もっている主要創設能、す在わちコミニュケージtヨン

!幾~ìr 'TEil:たすととができない。ぞれゆえ茶話がわれわれにとヲて完全在コミニュクーγ ョy を果た

すためには英語由民のコミニュケーツヲン体系企は異走る独自走アプローチとそれに基づく教授法

?考案寸る必嬰がある。

N 

::;ミニュゲーシヲンモデルを「言語Jと「非言誇j に介類した場合、 :r前者のコミニュクーショ

ン山市小効果を発揮する環境は相互の発信する情報記号iJ~互いに翻訳可能で在ければ芳らない~J
と麟永保が響いているように、言弔文化を異にする外国人による外国語を媒体にしたコミニュケー

ジ守ンは者わめて不完全2をおのアある。との不完全苦コミニュケーγqン千少しアも完全合方向に

向けるには、ぎ舎にのベ7ヤ外国持れも isteningt7)特性から生みだされる考え方の器殻と在るコ

ミニュケーγ ョY対象言持者問題にするととである。す芳わち、 Listeningの対象言語号従来

わが国ア実j時ぎれていた社会費渉用兵.としての役割す果売す「外言J(合文 ternal speech) 

にかくのでは会〈、席、芳の用貝ーである「内言J(inner‘speech)に卦くと去である o r外言j

rはとどばそれ自侍;が完全にコミごュクーγ ョンの機能すもっていをくともコミエュケーγ ョyは

容易に成立するもので、外に向かつて発つぜられ社会的適応をその機能の第ーとするととばである「

それゆえ外言け非意図的在住活ゎ中から自然、に習得ぎれてゆく目ものである o 一方「内言jとはある

日標に従って自分のf行動を抑制い‘組機づけ、統制する働きをもった言葉で、言葉のみがコミニュ

クーグョシグラ手段e.者 t:うるもので個人的滞応がその主在る機能とするととばである白したがって

外国語に骨けるコミ三エュケーゲヲ Y機能を人間に国有在高次在形式の補中的コミニュクー γ ヲyと

みすす場合、言語止思想'C'の通じあいを発展さぜると去に主要在機能をもった内言を対象言語とす

渇L-is t e11 i n g-鞍膏を構想する必要がある口

結

とのように、言語のコミニュケージョンの特性に注目するととにより、外国語のListening学習

の呂様は学校教育にかいては直接行動の次元に属さ左い思考の用具としての内言を理解するととに

援かれるべきであって、従来考えら、れていた単在る会話教育にみられるよう左社会交渉用具として

の外替の理解に日擦が置かれるべきでは在1/>0 L i 8 t e n i n gに対するとの新しいアプローテを礎

石cL，、 LiJ8.t，enj:ng，学翠均台めに開発された独自の教材を用、v司、話しことば(耳から)による

完全企コミニュケージョンの確立をめざすべきである。とのことは外国語のListening学習過

程手通じ正しい情報獲得能力の習得をめざすと同時に、現代の教育に最も要求きれる思考力向上の
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言11絞と器発力の育成に、 T~isten]ng教習の主岳援がbかれるべきととを提言するものである。

今後の研究課題としては、さきに述べた新しいEti S t;en i n 史教育のアプローチにそった教授法を

具体的に考案し思考力を高ゐ創造性を豊かにする Listeninv，教材でと作成するととである。

註 1. Rivers， W.M. 1 {Teaching Foreign -Lan忘れlage Skills'， 

The Uniマersity Qf Chica~o Press， ，1970， p.136 

2. 上田 『人間わための教青J 国土新持 ]975， p.39 

3. Perr ;3 n~ G.E.， l( Interdescipl inary Approaches to 

Lan!tU'1.g-e'， CILT， J 971、 p.20

4. 森間建二 「言語教育の本質と目的j監修.西尾実他 『言語教育のiζ質と目的J

文化評詩出版、 19 6 7 . 
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